
 

 

   

 

グループの基本情報 地域型復興住宅の主な工法・価格帯 

所在地 福島市森合字西養山 15-1 主な構造・工法 木造軸組工法 

グループ構成 
合計 31 社（原木供給／2 社、製材／5 社、建材流通／4 社、プレカッ

ト／2 社、設計／3 社、施工／10 社、その他／5 社） 
価格帯 A:1,485 万円、B:1,260 万円（2012年 2月 1日現在） 

代表者名 遠藤知世吉（遠藤知世吉･建築設計工房） 価格の基準面積 A:105.98 ㎡、B:89.42 ㎡ 

主な受賞歴等  
価格に含まれない 

項目 
屋外設備工事費、外構工事費、設計料、諸手続費など 

連絡窓口 

担当：遠藤知世吉、遠藤知絵 
[メール] eca21@ht-net21.ne.jp 
[電話] 024-536-4464 [ＦＡＸ] 024-536-4468 

＊価格は、地域・プラン、仕様によって異なります。 

詳しくはお問い合わせください。 

ホームページ http://www12.plala.or.jp/fat/   

[地域型復興住宅のイメージと特徴] 

ふくしまの自然を味方につける、家づくりです 
●「真壁の家」は柱に、一般の柱サイズ約 4倍の 20cm角を使った、 

真壁造り･木構造の家です。柱を閉じ込めず「呼吸をする構造」です。 

長さ 4mの通し柱で、1階建てのボリュームで 2階建てを実現しました。 

●二案ご用意したマスタープランは「高齢者対応型」となっています。 

●内部の柱･梁も表しとし、木の風合いに包まれる室内となっています。 

吹抜けで 1階と繋がる 2階は、すぐには仕上を行わず、 

使い方に合わせて変えられるスペースとしました。 

●その他、収納工夫や、室内物干し、深い軒の出による採光調整、 

風通しを考えた開口計画など、自然に溶込む造りです。 
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[グループの特徴とメッセージ] 
●私たちの住まい造りは、家族と土地の個性を活かし、周辺地域をも元気にするものです。 

●丁寧な、そしてより良い住まい造りのための契約方法として、設計と工事を別契約とする形をとっています。 

これは各責任を明確化し、一棟一棟丁寧に造ろうという思いからです。 

●各社のノウハウ（住宅設計一筋 30 年 2011 年度グッドデザイン賞受賞設計事務所、社員に大工を連ねる大正創業の工務店、木

造仮設住宅建設の工務店 等々）を最大限に活かし、迅速で高品質な住宅の供給を実現いたします 

福島県地域型復興住宅推進協議会 
本協議会は、木を使った復興住宅の建設を推進するため、設置した団体です。建設、木材に関する 

住まいづくりのプロたちにより構成され、国土交通省や林野庁、県などの支援を受けています。 

※イメージ (グループ内建築建物) ※イメージ (グループ内設計監理建物) 


